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株式会社インフォシティ

- 進化するモバイルネットワークとデジタルイノベーション -

規制改革推進会議 投資等ワーキング・グループ(第14回)



ユーザの変化と新しい時代の「テレビ」に向けて
スマートフォンでの「テレビ」体験に関するユーザ調査概要

総務省 放送を巡る諸課題に関する検討会
2016年4月15日提出資料より

1



2

ユーザにとってのテレビ
Ñユーザにとって「テレビ」とは？ (日本の場合)

最近テレビを見なくなったなー

今日はテレビがつまんない

あ、テレビに出てる人だ！

テレビで見たことある

それテレビでやってた！ 地震！テレビつけて！

テレビでなんか面白いの
やってないかなー

テレビ 日本の生活習慣、生活基盤

地上波テレビ放送
戦後復興、高度成長期から現在に至るまで60年間定着してきた日本人の生活シーン
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ユーザの変化とその対応

Ñ家庭のテレビをそのままスマートフォン上で実現
ó 家庭のテレビそのままの機能

¬ 起動、チャンネル切り替え、音量調整、音声モード切り替え、番組表、字幕、データ放送等、全ての挙動が家庭のテレビと同一

ó ユーザから見て現状のテレビそのままの機能、コンテンツ、サービス
ó 放送ビジネスから見て現状のビジネスモデルと同様（含、地域制御）

スマートフォンの普及

家電機器の機能がスマートフォンに収斂

スマートフォンのグローバルモデル化に伴うワンセグチューナーの搭載率の低下

可処分時間争奪戦においてスマートフォンが圧勝

ü テレビ視聴機会の増大
ü 特に若年層のテレビ離れを解消
ü スマートフォン向け難視聴対策？

放送規格はドメスティックであるため、訪日外国
人が持ち込んだスマートフォンでは日本のテレビ
放送を視聴することができず、日本のテレビ放送
には訪日外国人へのリーチがない

テレビ機能のソフトウェア化 （ソフトウェアチューナー･テレビアプリ） J 訪日外国人も日本のテレビ放送を視聴できる

対応策

J 専用ハードウェア不要
J テレビを誰でもグローバルモデルを含む全てのスマートフォンで視聴可能 !!

訪日外国人の増加

ライフスタイルが構造的に変化

Webのネイティブアプリ化

スマートフォンがあらゆる生活シーン・生活時間に浸透

That comes
in handy!
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TVもどき(TV Mock)によるユーザ調査

（通常のアプリと同様）

前回起動時のチャンネルを表示
（普通のテレビ）

スワイプでザッピング
横持ち・全画面で見やすく

HOME画面から起動

縦持ちで持ちやすく

Ñ iPhoneをテレビに！→ TVもどき(TV Mock)= 地上波テレビアプリ

利用者から見てテレビと同一
・同一番組（常にテレビと同じ番組。差し替え・マスク無し）
・同一表現（多チャンネル・字幕・BML/Hybridcast・EPG）
・同一時刻（VoDでもタイムシフトでもない、非見逃し視聴）
・同一地域（地域制限、放送サービスエリアの順守）

事業者から見てテレビと同一
・同一主体（放送事業者がサービス主体）・同一運用（全自動運用）

テレビ+α ←今回はあえて実装しない
・準同時視聴（トリックプレイ・スタートオーバー）
・見逃し視聴（タイムシフト機能 ）Personal DVR （全録機能）
・ビデオオンデマンドサービス連携
・番組ナビ（統合視聴・EPG・回遊サービス）
・マルチビュー、スポーツデータ連動
・レコメンド、各種ランキング、TVポイント等
・ネット広告連動・グループチャット
・Web連動、・SNS連動、・EC連動、他

l テレビ放送と同一サービスとみなすために必要な機能(ARIB規格)を実装 (iOS/Android)

iPhoneがテレビになる！

l スマートフォン上にユーザ体験としての「テレビ」を再現

F TV

B TV

D TV

C TV

E TV

G TV A TV
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スマートフォン向けテレビのユーザ受容性

l「テレビ離れ」の抑止効果
ü テレビ視聴に消極的な人でも、テレビ視聴ニーズが完全に消失したわけではなく、

その人のニーズに応えられる視聴環境が用意されれば、テレビを見る生活に復帰
することを示唆

ü 既にテレビ視聴から離れてしまっているユーザを呼び戻す効果だけでなく、今後
一人暮らし等を機にテレビ視聴から遠ざかる恐れのある若年層を「引き留める」
効果も期待できる

【テレビ視聴に消極的なユーザの発言の変化（使用前/使用後）】

ü 隙間時間や外出中のテレビ視聴を大幅に増加させることが期待できる
ü 様々な理由で自宅のテレビ視聴に制約がある人たちにおける自宅でのテレビ視聴

にもプラスに作用

l 場所を選ばない利用ニーズ

l サービスの受容性と利用効果
ü 現在あまりテレビを見ていない人も含めて幅広いユーザに受容性がある

スマートフォン向けテレビ

テレビ視聴を促進する効果アリ

実現する条件は
これだね！

操作性 高精細

安定性

携帯性

テレビ視聴に関するコメント（試用前） スマートフォンテレビ向けテレビ試用後のコメント

女子
大学生

地上波は要らないなと思ったことがある。見たら面白いから見てしまうが、
見なくても全然平気で、実際にドラマも3年間くらい全然見ていない期間も
あった。

Æ1キレイでサクサクしてる。ワンセグと全然違うなと思った。
電波が切れないので、ずっと見ていられそう。これなら「ながら見」もしちゃうと思う。

女子
高校生

家にテレビがあるから点いていれば見てしまうが、ニュースとかも全部スマ
ホで見られるし、一人暮らしするとしたら、テレビは必要ないかなと思う。 Æ1

深夜にやっている番組が面白くて睡眠時間が短くなりすぎ、反省して深夜テレビを見なくし
たが、これがあったらまた睡眠時間が削られてしまいそう。

女性
会社員

朝も夜もテレビは点けているが、あまりちゃんと見ていない。
土日は寝ていることが多い。テレビには全然こだわりはない。 Æ1

普段は仕事で見られないワイドショーやドラマの再放送を昼休みに見られたら、すごく面白
いかなと思った。会社の人と話題作りとして、これを見ながら話したりもできるかなと。

男子
大学生

上京した時にテレビを買えなかったので、テレビを持っていない。
テレビは録画でしか見ない。最近はHuluに登録してそちらを見るようになっ
たので、録画も見ることがだいぶ少なくなった。

Æ1
自分のスマホにインストールしてデータ通信料を気にせず使えるなら、通学時間とかに使っ
てみたい。地方から東京に出てきてテレビを見なくなるということがなくなり、全国どこへ
行っても生活習慣を変えずにテレビを楽しむことができたら、すごく魅力的だなと思った。

ユーザニーズあり！



デジタルテクノロジーの変化

5Gモバイルネットワーク実現に向けた取り組み
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5Gの国際標準化動向
Ñ 2020年の5G実現に向けて、ITU（国際電気通信連合）や3GPP等において、標準化活動が本格化

ó ITU
¬ 2015年9月、5Gの主要な能力やコンセプトをまとめた「IMTビジョン勧告（M. 2083）」を策定。今後、5G（IMT-2020）無線インターフェースの提案を受付けを行い、
2020年に勧告化予定。
¬WRC-19議題1.13の候補周波数帯（24.25-86GHzの11バンド）については、周波数共用検討等を行った上で、2019年のWRC-19においてIMT用周波数を特定予定。

ó 3GPP
¬リリース14 ： 5Gの基本調査を実施（要求条件、展開シナリオ、要素技術等）
¬リリース15 ： 超高速/超低遅延に対応した5Gの最初の仕様を策定
¬リリース16 ： 全ての技術性能要件に対応した5Gの仕様を策定

Source：総務省 情報通信審議会 情報通信技術分科会 新世代モバイル通信システム委員会

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

ITU

3GPP

リリース13
（～2016.3）

・超高速(eMBB)/超低遅延(URLLC) が対象
・2017年12までに、LTEと連携するNSAの

仕様を策定
・2018年6月までに、SAの仕様を策定

・全ての技術性能要件
に対応した5Gの仕様
を策定

・5Gの基本調査（要求条件等）
・IoT技術の高度化
（feMTC、eNB-IoT）

5G無線インターフェース
提案受付5G技術性能要件IMT

ビジョン勧告
5G無線ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

勧告の策定

世界無線
通信会議

（WRC-15）

世界無線
通信会議

（WRC-19）

5Gワークショップ

・4Gの高度化
・IoT技術の拡張
（eMTC、NB-IoT）

リリース16
（～2019.12）

リリース15
（～2018.6）

5Gでの利用を
想定したミリ波等
の周波数がIMT用
に特定される予定周波数共用検討

リリース14
（～2017.3）

NSA策定 SA策定
※NSA: Non-Standalone

SA: Standalone
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5-10
GHz

10-20
GHz

20-30
GHz

30-40
GHz

40-50
GHz

50-60
GHz

60-70
GHz

70-80
GHz

80-90
GHz

日本

CEPT

CITEL

結果

5Gモバイル用候補周波数帯の検討

Ñ世界無線通信会議（WRC-15）では、5Gで使用する周波数について、次回会合（WRC-19）で決定することを合意
ó 我が国の提案を概ね反映する形で候補周波数帯（11バンド）が特定
ó 今後、国際電気通信連合で詳細な検討を行うこととなった

6 8.5

10 10.5

14.4 15.35 25.5 29.5

25.25 31.8 33.4 47.2 50.2

37 39 47 50.4 52.6 66 76 81 86

24.5 27.5

31.8 33.4 43.5 48.9

40.5 45.5 66 76 81 86

10 10.45

23.15 23.6 27.5 29.5

31.8 33 47.2 50.2

37 40.5 45.5 47 50.4 52.6 76

24.45

59.3

66 76 81 8624.25 27.5 37 42.5 45.5 47.2 50.4 52.6

31.8 33.4 40.5 43.5 47 50.2

日本：一部APT (Asia Pacific Telecommunity/アジア･太平洋電気通信共同体）との共同提案を含む
CEPT：欧州郵便・電気通信主管庁会議（Conference of European Postal and Telecommunications Administration) CITEL：米大陸諸国間電気通信委員会（The Inter-American Telecommunication Commission) 

Source：総務省 情報通信審議会 情報通信技術分科会 新世代モバイル通信システム委員会
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各国･地域における5G推進団体

Source：総務省 情報通信審議会 情報通信技術分科会 新世代モバイル通信システム委員会（更新）

Ñ 2020年頃の5G実現に向けて、主要国・地域において産学官の連携による5G推進団体が設立
ó 5Gの要素技術、要求条件等をとりまとめるとともに、研究開発等を推進
ó 5Gの早期実現に向けて、実証実験等の取組を本格化

ブラジル
5G Brasil
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第５世代モバイル推進フォーラム(5GMF)
Ñ日本における第5世代移動体通信システム(5G)の研究開発を推進
ó The Fifth Generation Mobile Communications Promotion Forum（5GMF）
ó 産学官連携によるオールジャパン体制
¬ 5Gに関する研究開発や標準化の調査研究、他組織との情報交換、関係機関との連絡調整、普及啓発活動 等

ó 2014年9月30日 発足
ó 参加メンバー：一般会員［119］ 個人会員［15］ 特別会員［3］ 顧問［29］（2018/1/12現在）

会長による委嘱（産学官）

・会長： 吉田進（京都大学名誉教授）
・副会長： 篠原弘道（日本電信電話㈱代表取締役副社長）

坂内正夫（NICT理事長）

E 第5世代移動通信システムのネットワーク
の総合的なアーキテクチャに関する検討

E ネットワーク基盤に関わる要求条件、技術
に関する検討

E 第5世代の要求条件･技術並びに周波数
の検討

E 国際標準化機関や海外組織との技術に
関する連絡調整並びに協議

E 2020年代の移動体アプリケーションの
検討

E 第5世代移動通信システムの技術開発
及び本会の成果の展開

E 国内外の相当組織との協力
E 本会の各委員会との調整

総合実証試験推進グループ
リーダー：奥村 幸彦

NTTドコモ

技術委員会
委員長：三瓶政一

大阪大学 教授

アプリケーション委員会
委員長：岩浪剛太

㈱インフォシティ 代表取締役

ネットワーク委員会
委員長：中尾彰宏

東京大学 教授

総 会

企画委員会
委員長：森川博之

東京大学 教授

顧問会議事務局(ARIB, TTC)
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5Gの概要

enhanced Mobile BroadBand

eMBB

massive
Machine Type 
Communication 

ｍMTC URLLC

Ultra Reliable 
and
Low Latency 
Communication

超高速
拡張モバイルブロードバンド

超低遅延
超高信頼･低遅延通信
超低遅延 1ms

LTE、4Gの1/10

多数同時接続
大規模マシンタイプ通信

接続機器数 100万台/㎢
LTEの100倍、4Gの10倍

5G

最高伝送速度 10Gbps

LTEの100倍、4Gの10倍

Heterogeneous 
Network

Extreme
Flexibility
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Network Softwarization
Ñ「ネットワークのソフトウェア化」により、ネットワーク機器/コンポーネントの設計、実装、構築、管理と運用を容易に
Ñ その組み合わせにより多様なサービスを迅速に創出することが可能に

Applications & Services with various requirements (M2M/IoT, Content delivery, Tactile)

Mobile packet coreRadio access network (RAN)UE/
Device

Slice Control

Slice A
Slice B

Slice C

Network 
management 

and
orchestration

Applications and services with various requirements (M2M/IoT, Content delivery, Tactile)

Cloud

App-Driven APIAPI

Physical infrastructure (network, computation and storage resources)

Network resources

Computation and storage resources UE/Device Data Centers

MFH MBH TransportRAT(s)

ネットワーク管理と
オーケストレーション

ネットワークの
ソフトウェア化

フロントホール
・バツクホール

モバイルエッジ
コンピューティング
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ネットワークPF

定額化

ブロードバンドネットワーク
モバイルネットワーク

Internet Cloud
iPhone/Android

常時接続

参加するユーザの登場

モバイルネットワークの構造転換

ネットワークの発展とソフトウェア開発の進化

5Gモバイルネットワーク時代へ
Slicing さらなる進化Network�Softwarization ネットワークもコード化MEC

クラウド化→仮想化→コンテナ化

仮想化されたインフラやプラットフォームをコード化
システム構成の自動化が可能

MSA (Microservices Architecture)

DevOps

agile 設計 開発

開発 運用

IaaS:インフラのサービス化
PaaS:ミドルウェアのプラットフォーム化

分散配置とメッセージによる統合

Blue�Green�Deploy

Canary�release/Dark�Canary

Chaos�Monkey

高度化するプラットフォーム

全てを自動化

サービスをサービスで連携

アジャイルソフトウェア開発宣言
2001年

変更 vs 安定稼働 変化への対応重視

アップデートは正義

NFV SDN
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Radical Connectivity

移動体通信契約

77億超
世界人口

74億超

世界中の人々がネットワーク接続された
高性能コンピュータを常時持ち歩く時代
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進化するユーザとプラットフォーム

H/W
Network

CPU

OS

Browser

Application

User

Apple

Apple

MicrosoftGoogle

Microsoft Google UNIX系

Intel系 ARM系

User

Computer Architecture
・Software�Defined
・Open�Innovation
・Network�externality
・Everyday�Update�⋯

Specific
Architecture

Generic
Architecture
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テレビは支持されているか？
Ñ自宅内メディア接触の時系列推移 2001年→2016年

ó 自宅内行動＜週平均、ターゲット：個人全体＞
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209.7 

210.2 

199.5 

196.1 

201.3 

185.3 

186.4

177.0

179.3
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5.7 

6.1 

5.4 

6.9 

8.6 

8.4 

11.3 

14.9 

15.6 

18.8 

24.8 

24.4 

29.5

28.6

24.9

17.8 

16.8 

17.2 

16.7 

19.0 

15.6 

17.4 

14.2 

15.5 

11.9 

12.7 

12.0 

11.5 

10.3

10.2

8.5

20.6 

19.3 

20.2 

19.4 

18.8 

18.6 

18.2 

17.7 

17.3 

16.1 

15.7 

13.8 

12.2 

8.7

7.4

7.2

6.0 

5.6 

5.5 

5.0 

4.8 

4.1 

4.1 

4.2 

4.7 

3.6 

3.6 

3.5 

2.8 

1.3

0.8

1.0

9.2 

11.1 

14.7 

16.5 

17.6 

17.4 

22.2 

33.1 

29.1 

30.0 

29.2 

31.9 

32.9 

31.5

31.1

31.0

5.2

4.0

3.1 

4.6 

5.5 

5.8 

6.0 

7.9 

9.2 

12.0 

14.3 

15.7 

19.2 

20.4 

23.3 

17.4

18.4

25.4

11.7

10.6

15.3

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0 300.0 350.0

2001年

2002年

2003年

2004年

2005年

2006年

2007年

2008年

2009年

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

ＴＶ 録画再生 ラジオ 新聞 雑誌 ネット(PC・タブ) ゲーム(PC・タブ) ネット(モバイル) ゲーム(モバイル) ゲーム計（2014年のみ）

※2014年の調査手法変更により、ゲームがPC・タブレット、モバイル問わず
一括りとなっていたが、 2015年から再度調査項目を変更したため、PC・タ
ブレット経由とモバイル経由それぞれで集計可能になった。

Source：電通（ビデオリサーチ社のMCR・MCR/ex(東京)を基に電通総研が集計）

（分／日）
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テレビは支持されているか？
Ñ自宅内メディア接触の時系列推移 2016年 vs 2001年

ó 自宅内行動＜週平均、ターゲット別、2016年 vs 2001年＞

（分／日）

Source：電通（ビデオリサーチ社のMCR・MCR/ex(東京)を基に電通総研が集計）

179.3 

199.0 

84.5 

129.2 

101.2 

138.5 

138.8 

162.4 

244.9 

225.7 

137.9 

199.4 

194.4 

249.3 

282.4 

279.0 

24.91

5.8 

12.8 

4.8 

18.0 

7.9 

20.7 

5.5 

26.4 

3.3 

22.5 

10.3 
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2.0 
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6.0 

6.3 
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1.2 

3.0 
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25.4 

3.1 

48.1 

11.0 

33.5 

3.4 

14.7 

6.5 

52.5 
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30.6 

11.8 
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13.9 
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0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0 300.0 350.0 400.0

全（n=4683）2016年

全（n=2015）2001年

MF0（n=438）2016年

MF0（n=239）2001年

M1（n=609）2016年

M1（n=338）2001年

M2（n=773）2016年

M2（n=256）2001年

M3（n=777）2016年

M3（n=322）2001年

F1（n=560）2016年

F1（n=300）2001年

F2（n=737）2016年

F2（n=236）2001年

F3（n=789）2016年

F3（n=324）2001年

ＴＶ 録画再生 ラジオ 新聞 雑誌 ネット(PC・タブ) ゲーム(PC・タブ) ネット(モバイル) ゲーム(モバイル)

20-34歳

35-49歳

50歳以上

20-34歳

35-49歳

50歳以上

【男性】

【女性】

19歳以下

全体
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全世界のモバイルデータトラフィック予測 2016-2021年

7.2 EB

11.3 EB

16.8 EB

49.0 EB

2% → 2%

8% → 5%

30% → 14%

60% → 78%

4.4EB
（3.7 EB） 78%がビデオのトラフィック

2021年には約7倍

Source： Cisco Mobile VNI, 2017

Exabytes
per Month

24.5 EB

34.6 EB
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テレビ放送技術の領域拡大

テレビ放送 同時送信 タイムシフト ビデオ
オンデマンド

放送波 デジタルネットワーク

①
②

ビデオ
セル/レンタル

パッケージ

③

ユーザのテレビライフを支える技術

My�TV�LIFE�!

ビデオセルの拡大

放送技術の拡大
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英国：放送とネット配信における主な権利処理の原則的運用

Source：放送コンテンツの製作・流通の促進等に関する検討委員会/三菱総合研究所

Ñ 放送コンテンツに係る脚本、音楽、レコード原盤、映像実演の権利の許諾は「初回放送」に加え、「ネットでの同時配信」、
「見逃し配信」まで合わせた範囲について、一括して行われている。

※放送事業者が自ら放送番組を製作する場合 ※※BBCが提供するサービスの場合は特許状による
※※※放送権は生放送の場合 ※※※※青字は、特許権の種別及び当該権利に関する権利処理方式を表している

①音楽

②実演家



Thank you !!
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